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宮城県仙南地区が抱える食・栄養に関する課題

そこで、宮城県仙南地区の園児、児童、生徒が集まる仙台大学を会場とした東北こども博で食育おにぎりの
ブースを出展し、食育活動を実施しました。参加者には、食塩相当量の過剰摂取の抑制と宮城の食材・食文化
及び食の安全安心の3つをテーマとした食育おにぎりを握ってもらい、宮城県仙南地区が抱えている食・栄養
に関する課題解決に貢献することを目指しました。

健全な食生活 心身の健康

みやぎの食材の理解 食文化の継承

仙台大学がある宮城県では、
宮城県食育推進プランの基本目標として、

仙台大学の所在地である仙南地区では、

肥満 食塩相当量の
過剰摂取

野菜の摂取不足

肥満・非肥満にかか
わらず、菓子・嗜好
飲料の摂取エネル
ギーが多い

を掲げています。 という課題があります。
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なお、このブースは栄養士養成施設協会の後援にて実施しました。
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